
出
前
文
学
講
座

平
成
二
十
一
年
十
月
十
五
日

あ
ず
ま
公
民
館

「
忠

臣

蔵

を

考

え

る
」
②

群
馬
県
立
女
子
大
学
教
授

北

川

和

秀

赤

穂

事

件

関

係

年

表

将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

家
光

正
保
二

一
六
四
五

六
・
二
二

浅
野
長
直
、
播
磨
国
赤
穂
に
移
封

家
綱

寛
文
元

一
六
六
一

赤
穂
城
完
成

七

一
六
六
七

八
・
一
一

浅
野
長
矩
、
江
戸
本
邸
に
生
ま
れ
る

延
宝
三

一
六
七
五

三
・
二
三

浅
野
長
矩
、
襲
封
（
９
歳
）

綱
吉

天
和
三

一
六
八
三

二
・

六

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命
（

歳
）

17

三
・

七

吉
良
義
央
、
高
家
肝
煎
と
な
る
（

歳
）

43

二
五

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
勤
め
る

四
・

九

あ
ぐ
り
（

歳
）
、
浅
野
長
矩
に
輿
入
れ

12

元
禄
元

一
六
八
八

一
一

柳
沢
保
明
、
側
用
人
と
な
る

七

一
六
九
四

二
・
一
一

中
山
安
兵
衛
、
高
田
馬
場
で
決
闘
（

歳
）

25

一
四

一
七
〇
一

一
・
二
八

吉
良
義
央
、
年
頭
の
賀
使
と
し
て
御
所
に
参
内
（

歳
）

61

二
・

四

浅
野
長
矩
、
勅
使
饗
応
役
を
拝
命

二
九

吉
良
義
央
、
江
戸
に
帰
着

三
・
一
一

勅
使
・
院
使
、
江
戸
に
到
着

一
二

勅
使
・
院
使
、
将
軍
綱
吉
に
拝
謁

一
四

浅
野
長
矩
、
吉
良
義
央
に
刃
傷
。
長
矩
、
即
日
切
腹
（

歳
）

35

一
五

浅
野
大
学
、
閉
門
。
赤
穂
受
城
使
任
命

一
七

浅
野
家
上
屋
敷
等
収
公

一
九

急
使
、
赤
穂
に
到
着

二
〇

赤
穂
藩
で
藩
札
引
き
替
え
開
始

二
六

吉
良
義
央
、
役
職
辞
任

二
七

赤
穂
城
中
に
お
い
て
大
評
定
始
ま
る

四
・
一
六

受
城
使
、
赤
穂
城
下
に
到
着

一
九

城
明
け
渡
し
完
了

六
・
二
五

大
石
内
蔵
助
、
赤
穂
城
下
を
退
去

将
軍

年
号

西
暦

月
日

事

項

二
八

大
石
内
蔵
助
、
京
都
山
科
に
転
居

八
・
一
九

吉
良
義
央
、
呉
服
橋
門
内
か
ら
本
所
一
ツ
目
へ
屋
敷
替
え

一
二
・
一
二

吉
良
義
央
、
隠
居

一
五

一
七
〇
二

一
・
一
一

第
一
次
山
科
会
議

一
四

萱
野
三
平
切
腹

二
・
一
五

第
二
次
山
科
会
議

四
・
一
五

大
石
内
蔵
助
、
妻
子
を
離
別

七
・
一
八

浅
野
大
学
、
広
島
浅
野
本
家
に
永
の
預
か
り
と
な
る

二
八

円
山
会
議
。
仇
討
ち
決
定

一
〇
・

七

大
石
内
蔵
助
、
京
都
を
出
立

二
三

大
石
内
蔵
助
、
鎌
倉
に
到
着

二
六

大
石
内
蔵
助
、
川
崎
に
到
着

一
一
・

五

大
石
内
蔵
助
、
江
戸
に
到
着

二
九

大
石
内
蔵
助
、
金
銀
請
払
帳
を
瑶
泉
院
用
人
に
提
出

一
二
・

五

討
入
り
予
定
日
。
将
軍
の
柳
沢
邸
お
成
り
の
た
め
延
期

一
四

赤
穂
浪
士
、
吉
良
邸
に
討
入
り
。
義
央
を
討
ち
取
る

一
五

赤
穂
浪
士
、
大
名
四
家
に
お
預
け

二
三

幕
府
で
評
定
が
行
わ
れ
る

一
六

一
七
〇
三

二
・

四

赤
穂
四
十
六
士
、
切
腹
。
吉
良
義
周
は
信
濃
高
島
に
配
流

四
・
二
七

四
十
六
士
の
遺
児
で
十
五
歳
以
上
の
者
を
伊
豆
大
島
に
配
流

宝
永
元

一
七
〇
四

六･

二

上
杉
綱
憲
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

42

八･

八

吉
良
義
央
の
妻
富
子
、
江
戸
で
没
す
（

歳
）

62

三

一
七
〇
六

一･

二
〇

吉
良
義
周
、
配
流
先
の
信
濃
高
島
で
没
す
（

歳
）

22

八･

一
二

桂
昌
院
一
周
忌
の
大
赦
に
よ
り
、
大
島
配
流
の
遺
児
、
赦
免

六

一
七
〇
九

一･

一
〇

将
軍
綱
吉
没
す
（

歳
）

64

家
宣

八･

二
〇

綱
吉
死
去
の
大
赦
に
よ
り
、
浅
野
大
学
赦
免

七

一
七
一
〇

九･

一
六

浅
野
大
学
、
五
百
石
を
賜
わ
り
、
浅
野
家
再
興

家
継

正
徳
三

一
七
一
三

内
蔵
助
の
遺
児
大
三
郎
、
浅
野
本
家
に
千
五
百
石
で
仕
官

四

一
七
一
四

六･

三

瑶
泉
院
没
す
（

歳
）

43

家
重

延
享
四

一
七
四
七

寺
坂
吉
右
衛
門
没
す
（

歳
）

83

寛
延
元

一
七
四
八

八
・
一
四

大
坂
の
竹
本
座
で
人
形
浄
瑠
璃
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演

二

一
七
四
九

二
・

六

江
戸
の
森
田
座
で
歌
舞
伎
「
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
初
演



①
去
年
営
中
に
て
吉
良
上
野
介
義
央
を
刃
傷
し
た
る
に
よ
り
、
死
を
た
ま
ひ
し
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
家
臣

大
石
内
蔵
助
を
は
じ
め
四
十
六
人
の
輩
、
上
野
介
義
央
を
主
の
讐
な
れ
ば
と
て
、
昨
夜
吉
良
が
本
所
の
宅

に
夜
討
し
、
義
央
が
首
を
と
り
、
そ
の
子
左
兵
衛
義
周
に
手
負
せ
、
吉
良
が
家
人
十
六
人
切
殺
し
、
二
十

人
に
手
負
せ
、
の
こ
り
な
く
引
取
、
亡
主
の
菩
提
所
芝
泉
岳
寺
に
い
た
り
、
義
央
が
首
を
亡
主
の
墳
墓
に

手
向
。
さ
て
後
そ
の
党
中
吉
田
忠
左
衛
門
、
富
森
助
右
衛
門
両
人
を
、
大
目
付
仙
石
伯
耆
守
久
尚
が
も
と

に
使
し
、
我
等
、
亡
主
の
遣
恨
を
散
ぜ
ん
が
た
め
、
此
年
月
心
身
を
苦
し
め
、
其
志
を
ば
達
し
き
。
今
に

い
た
り
て
は
、
た
ゞ
お
ほ
や
け
の
御
刑
法
に
身
を
ま
か
せ
奉
る
よ
し
を
申
出
ぬ
。
よ
て
伯
耆
守
久
尚
が
宅

に
、
内
蔵
助
を
は
じ
め
か
の
輩
を
呼
よ
せ
、
目
付
鈴
木
源
五
右
衛
門
利
雄
、
水
野
小
左
衛
門
守
美
会
し
、

内
蔵
助
は
じ
め
十
七
人
は
細
川
越
中
守
綱
利
に
、
そ
の
長
子
主
税
を
は
じ
め
十
人
は
松
平
隠
岐
守
定
直
に
、

岡
島
八
十
右
衛
門
は
じ
め
十
人
は
毛
利
甲
斐
守
綱
元
に
、
間
十
次
郎
は
じ
め
九
人
は
水
野
監
物
忠
之
に
あ

づ
け
ら
る
。
ま
た
目
付
阿
部
式
部
信
旨
、
杉
田
五
左
衛
門
勝
行
は
、
左
兵
衛
義
周
が
宅
に
つ
か
は
さ
れ
捻

点
せ
し
め
ら
る
、
（
家
譜
、
日
記
）

（
世
に
伝
ふ
る
所
は
、
去
年
の
弥
生
十
四
日
勅
使
に
御
返
詞
あ
る
お
り
か
ら
、
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
吉
良

上
野
介
義
央
に
恨
有
と
て
刃
傷
せ
し
か
ば
、
長
矩
は
速
に
自
殺
せ
し
め
ら
れ
、
義
央
は
瘢
を
や
し
な
ひ
、

も
と
の
ご
と
く
出
仕
す
べ
し
と
命
ぜ
ら
れ
き
。
や
が
て
長
矩
が
封
地
に
御
使
を
立
て
ら
れ
、
居
城
収
公
あ

る
べ
き
旨
、
か
の
地
に
仰
下
さ
れ
し
に
、
長
矩
が
家
司
大
石
内
蔵
助
と
い
へ
る
は
、
心
ふ
か
き
男
子
な
り

し
か
ば
、
家
中
の
士
三
百
余
人
を
城
に
召
集
め
、
こ
た
び
事
不
慮
に
お
こ
り
て
主
家
滅
亡
す
る
は
、
な
げ

き
て
も
あ
ま
り
あ
り
、
さ
れ
ど
公
に
対
し
て
い
さ
ゝ
か
う
ら
み
奉
る
べ
き
に
あ
ら
ず
。
た
ゞ
恨
る
所
は
主

君
の
志
と
げ
ず
、
吉
良
殿
其
ま
ゝ
存
在
す
れ
ば
、
亡
君
没
前
の
恨
散
が
た
し
。
我
々
が
身
に
を
い
て
は
、

吉
良
殿
こ
そ
不
共
戴
天
の
讐
な
れ
。
さ
れ
ど
今
に
を
い
て
い
か
に
と
も
な
し
が
た
し
。
し
か
ら
ば
城
受
取

の
御
使
を
待
受
、
諸
共
に
城
を
枕
に
殉
死
せ
ん
は
い
か
に
と
申
け
れ
ば
、
み
な
異
口
同
音
に
、
仰
に
や
及

ぶ
べ
き
と
答
へ
し
に
よ
て
、
と
み
に
使
を
は
せ
て
、
亡
君
の
親
縁
戸
田
釆
女
正
氏
英
に
う
た
へ
た
り
、
氏

英
こ
れ
を
聞
、
長
矩
は
生
涯
上
を
重
ん
じ
、
一
事
と
し
て
上
裁
を
そ
む
か
ね
ば
、
そ
の
家
人
等
も
、
公
の

御
沙
汰
の
ま
ゝ
に
城
を
あ
け
渡
し
、
お
だ
や
か
に
其
地
を
引
払
ふ
こ
そ
、
亡
主
の
宿
意
に
か
な
ふ
べ
け
れ
、

御
使
に
対
し
自
殺
な
ど
せ
ん
事
、
上
を
お
そ
れ
ざ
る
に
似
た
り
。
ゆ
め
ゆ
め
し
か
る
べ
か
ら
ず
と
ね
も
ご

ろ
に
暁
諭
せ
り
。
此
時
に
い
た
り
三
百
余
人
の
者
ど
も
、
半
は
初
の
心
を
ひ
る
が
へ
し
、
ひ
そ
か
に
城
を

出
て
う
せ
た
り
、
さ
れ
ど
内
蔵
助
等
は
じ
め
城
に
の
こ
り
し
輩
は
、
長
矩
が
弟
大
学
長
広
す
で
に
公
に
め

し
出
さ
れ
て
あ
れ
ば
、
か
れ
を
も
て
亡
主
の
遺
跡
を
つ
が
せ
給
は
ん
事
を
懇
願
し
、
し
ば
ら
く
憤
を
こ
ら

し
て
、
城
地
を
難
な
く
引
渡
し
、
先
心
々
に
各
所
に
離
散
し
、
此
う
へ
に
も
大
学
長
広
に
、
長
矩
が
祀
を

奉
ぜ
し
め
ら
れ
ん
に
は
、
こ
た
び
の
恥
を
忍
ぶ
べ
し
。
も
し
さ
も
な
く
ば
、
そ
の
時
殉
死
せ
ん
と
て
、
血

誓
せ
し
も
の
は
六
十
余
人
に
過
ざ
り
し
と
ぞ
。
内
蔵
助
も
と
よ
り
志
厚
く
智
深
け
れ
ば
、
こ
れ
よ
り
妻
を

も
出
し
、
親
族
に
も
は
な
れ
、
京
山
科
の
ほ
と
り
に
閑
居
し
、
い
さ
ゝ
か
も
武
を
講
ず
る
さ
ま
は
な
さ
ず
、

日
夜
倡
家
に
出
入
し
、
酒
に
沈
酔
し
、
ひ
た
す
ら
無
頼
の
淫
行
を
あ
ら
は
し
、
報
讐
の
志
な
ど
あ
る
べ
く

も
な
く
ふ
る
ま
ひ
し
か
ば
、
吉
良
が
方
に
も
初
こ
そ
あ
れ
、
こ
の
風
説
を
聞
つ
た
へ
、
さ
て
は
心
安
し
と

て
、
戒
心
も
を
の
づ
か
ら
お
こ
た
り
し
と
な
り
。
し
か
る
に
こ
の
七
月
大
学
も
つ
ゐ
に
采
邑
を
う
ば
ゝ
れ
、

宗
家
松
平
安
藝
守
綱
長
に
あ
づ
け
ら
れ
し
か
ば
、
此
時
に
至
り
血
誓
を
そ
む
き
、
に
げ
う
せ
し
も
の
ま
た

す
く
な
か
ら
ず
、
た
ゞ
内
蔵
助
が
輩
四
十
六
人
、
始
終
義
を
守
り
心
を
変
ぜ
ず
、
今
は
義
央
に
仇
を
報
ず

る
よ
り
外
な
し
と
て
、
秋
の
程
よ
り
同
じ
く
府
に
来
り
、
あ
る
は
行
商
と
な
り
、
あ
る
は
工
人
と
な
り
、

吉
良
が
家
を
う
か
ゞ
ひ
し
が
、
近
頃
義
央
は
致
仕
し
茶
事
を
専
に
し
、
此
日
し
も
大
友
近
江
守
義
孝
を
招

き
茶
会
を
催
す
よ
し
聞
、
お
り
ふ
し
連
日
大
雪
な
り
し
を
よ
き
折
と
お
も
ひ
立
、
遂
に
夜
中
に
吉
良
が
宅

に
を
し
か
け
、
亡
主
の
仇
を
報
ず
る
よ
し
高
声
に
よ
ば
ゝ
り
、
弓
を
い
か
け
、
鑓
長
刀
を
打
ふ
り
つ
ゝ
を

し
入
、
思
ふ
ま
ゝ
に
志
を
と
げ
た
り
と
ぞ
。
げ
に
も
四
十
六
人
の
者
共
が
、
志
を
同
じ
く
し
義
を
一
に
し
、

人
の
な
し
が
た
き
事
を
な
し
得
つ
る
は
、
そ
の
類
あ
る
ま
じ
く
こ
そ
。
猶
次
の
巻
二
月
四
日
の
小
註
を
併

せ
見
る
べ
し
。
）
（
続
武
家
評
林
）

（
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
十
五
年
十
二
月
十
五
日
条
）

＊
『
徳
川
実
紀
』
は
江
戸
幕
府
が
編
纂
し
た
徳
川
家
の
歴
史
。
全
五
一
六
巻
。
文
化
六
年
（
一
八
〇

九
）
着
手
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
成
立
。

②
去
年
吉
良
上
野
介
義
央
が
も
と
に
を
し
入
て
、
主
の
た
め
に
報
讐
せ
し
故
浅
野
内
匠
頭
長
矩
が
家
臣
大

石
内
蔵
助
を
初
め
四
十
六
人
の
輩
、
国
禁
を
犯
し
党
を
む
す
び
、
飛
具
を
用
ひ
、
公
を
は
ゞ
か
ら
ず
と
て

共
に
死
を
給
ふ
。
よ
て
兼
て
召
あ
づ
け
ら
れ
し
細
川
越
中
守
綱
利
が
邸
に
は
目
付
荒
木
十
左
衛
門
政
羽
、

使
番
久
永
内
記
信
豊
、
松
平
隠
岐
守
定
直
が
邸
に
は
目
付
杉
田
五
左
衛
門
勝
行
、
使
番
駒
木
根
長
次
郎
政

方
、
毛
利
甲
斐
守
綱
元
が
邸
に
は
目
付
鈴
木
次
郎
左
衛
門
福
一
、
使
番
斎
藤
次
左
衛
門
利
常
、
水
野
監
物

忠
之
邸
に
は
目
付
久
留
十
左
衛
門
正
清
、
使
番
赤
井
平
右
衛
門
時
尹
ま
か
り
の
ぞ
み
、
大
日
付
仙
石
伯
耆

守
久
尚
、
目
付
長
田
甚
左
衛
門
長
視
命
を
つ
た
ふ
。
内
蔵
助
は
じ
め
此
輩
の
子
弟
は
み
な
遠
流
に
処
せ
ら

る
。表

高
家
吉
良
左
兵
衛
義
周
も
、
そ
の
夜
の
は
か
ら
ひ
よ
か
ら
ず
と
て
、
采
邑
収
公
せ
ら
れ
、
諏
訪
安
藝

守
忠
虎
に
あ
づ
け
ら
る
。
（
日
記
）

（
越
中
守
綱
利
に
あ
づ
け
ら
れ
し
は
、
大
石
内
蔵
助
、
吉
田
忠
左
衛
門
、
原
惣
右
衛
門
、
片
岡
源
五
右
衛

門
、
間
瀬
久
大
夫
、
小
野
寺
十
内
、
間
喜
兵
衛
、
磯
貝
十
郎
左
衛
門
、
堀
部
弥
兵
衛
、
近
松
勘
六
、
富
森

助
右
衛
門
、
潮
田
又
之
丞
、
早
水
藤
左
衛
門
、
赤
垣
源
蔵
、
奥
田
孫
大
夫
、
矢
田
五
郎
右
衛
門
、
大
石
瀬

左
衛
門
。
隠
岐
守
定
直
に
預
ら
れ
し
は
内
蔵
助
が
子
主
税
、
堀
部
安
兵
衛
、
中
村
勘
助
、
菅
谷
半
之
丞
、

不
破
数
右
衛
門
、
千
馬
三
郎
兵
衛
、
木
村
岡
右
衛
門
、
岡
野
金
右
衛
門
、
貝
賀
弥
左
衛
門
、
大
高
源
吾
。

甲
斐
守
綱
元
に
預
ら
れ
し
は
岡
島
八
十
右
衛
門
、
吉
田
沢
右
衛
門
、
武
林
唯
七
、
倉
橋
伝
助
、
村
松
喜
兵

衛
、
杉
野
十
平
次
、
勝
田
新
左
衛
門
、
前
原
伊
助
、
間
新
六
郎
、
小
野
寺
幸
右
衛
門
。
監
物
忠
之
に
預
ら

れ
し
は
間
十
次
郎
、
奥
田
定
右
衛
門
、
矢
頭
右
衛
門
七
、
村
松
三
大
夫
、
間
瀬
孫
九
郎
、
茅
野
和
助
、
横

川
勘
平
、
三
村
次
郎
左
衛
門
、
神
崎
与
五
郎
。
以
上
四
十
六
人
な
り
。

さ
て
も
此
一
公
案
む
か
し
よ
り
区
々
の
私
言
や
ま
ず
。
其
故
は
、
か
ゝ
る
忠
義
の
輩
を
褒
顕
せ
ら
る
ゝ



ま
で
は
な
く
と
も
、
常
人
の
刑
を
も
て
、
結
党
の
科
に
処
せ
し
め
ら
れ
し
事
、
人
ご
と
に
い
か
に
も
口
惜

き
事
な
り
と
て
な
り
。
そ
は
当
時
も
、
其
義
を
賞
し
て
助
命
せ
ん
と
い
ふ
も
あ
り
。
又
は
此
輩
が
主
の
た

め
に
せ
し
を
も
て
、
助
ら
れ
ん
に
於
て
は
、
此
後
罪
蒙
り
し
も
の
ゝ
臣
子
報
讐
を
名
と
し
、
ひ
が
ふ
る
ま

ひ
し
て
、
大
乱
を
引
出
す
も
と
ひ
と
な
る
ま
じ
き
に
も
あ
ら
ず
と
い
ふ
も
あ
り
。
在
朝
諸
大
臣
の
議
一
決

せ
ざ
り
し
か
ば
、
日
光
門
主
公
弁
法
親
王
に
議
せ
ら
れ
し
に
、
か
れ
ら
年
月
身
を
く
る
し
め
思
ひ
を
焦
し
、

主
の
仇
を
報
ぜ
し
は
さ
る
事
な
が
ら
、
そ
の
志
は
は
や
成
り
ぬ
。
今
は
こ
の
世
に
思
ひ
の
こ
す
事
な
け
れ

ば
、
公
の
刑
に
身
を
ま
か
せ
奉
ら
ん
と
こ
ひ
出
ぬ
る
上
は
、
今
さ
ら
そ
の
罪
を
ゆ
る
し
給
ふ
と
も
、
彼
等

再
び
他
家
に
身
を
よ
せ
、
二
君
に
仕
ふ
べ
き
に
も
あ
ら
ず
。
あ
た
ら
忠
義
の
士
を
、
山
林
窮
谷
に
飢
餓
せ

し
め
ん
よ
り
は
、
公
よ
り
武
士
の
道
を
た
て
ゝ
死
を
た
ま
は
ら
ん
に
は
、
彼
等
が
志
も
空
し
か
ら
ず
、
公

の
刑
法
も
正
し
く
、
か
れ
も
こ
れ
も
事
か
ゝ
ず
、
天
下
の
公
論
た
る
べ
し
と
定
ら
れ
し
か
ば
、
み
な
こ
の

義
言
に
決
し
た
り
と
い
へ
り
。
此
説
誠
な
る
に
於
て
は
、
公
弁
法
親
王
を
当
時
御
寵
待
厚
か
り
し
も
さ
る

事
に
て
、
実
に
卓
越
の
決
断
あ
る
御
人
と
は
し
ら
れ
ぬ
。
彼
等
雑
人
の
刑
に
処
せ
ら
れ
ば
こ
そ
、
う
ら
む

る
方
も
あ
る
べ
け
れ
、
本
志
既
に
成
し
う
へ
、
公
よ
り
大
法
を
犯
せ
る
を
も
て
刑
に
処
せ
ら
る
ゝ
と
い
へ

ど
も
、
猶
そ
の
忠
義
を
愛
憐
あ
り
て
、
武
士
の
道
を
も
て
自
裁
せ
し
め
ら
れ
し
は
、
か
へ
り
て
そ
の
志
を

感
ぜ
ら
れ
、
そ
の
義
を
褒
せ
ら
る
ゝ
所
に
し
て
、
誠
に
公
平
の
処
置
と
こ
そ
申
べ
け
れ
）

（
『
徳
川
実
紀
』
元
禄
一
六
年
二
月
四
日
条
）

③

浅
野
内
匠
家
来
口
上

去
年
三
月
、
内
匠
儀
伝
奏
御
馳
走
之
儀
に
付
、
吉
良
上
野
介
殿
へ
意
趣
を
含
み
罷
り
在
り
候
処
、
御
殿

中
に
於
い
て
当
座
遁
れ
難
き
儀
御
座
候
か
、
刃
傷
に
及
び
候
。
時
節
場
所
を
弁
へ
ざ
る
働
き
無
調
法
至
極

に
付
き
、
切
腹
仰
せ
付
け
ら
れ
、
領
地
赤
穂
城
召
上
げ
ら
れ
候
儀
、
家
来
共
迄
畏
れ
入
存
じ
奉
。
上
使
の

御
下
知
を
請
ひ
、
城
地
を
指
上
げ
、
家
中
早
速
離
散
仕
り
候
。
右
喧
嘩
之
節
、
御
同
席
御
抑
留
之
御
方
こ

れ
在
り
、
上
野
介
殿
討
留
め
申
さ
ず
、
内
匠
末
期
残
念
之
心
底
、
家
来
共
忍
び
難
き
仕
合
に
御
座
候
。
高

家
御
歴
々
に
対
し
、
家
来
共
欝
憤
を
挟
み
候
段
、
憚
に
存
じ
奉
り
候
得
共
、
君
父
之
讐
は
、
共
に
天
を
戴

く
べ
か
ら
ざ
る
の
儀
、
黙
止
し
難
く
、
今
日
上
野
介
殿
御
宅
え
推
参
仕
り
候
。
偏
に
亡
主
之
意
趣
を
継
ぎ

候
志
迄
に
御
座
候
。
私
共
死
後
、
若
し
御
見
分
之
御
方
御
座
候
は
ば
、
御
披
見
願
ひ
奉
る
こ
と
、
か
く
の

如
く
に
御
座
候
。
以
上

④
小
野
寺
十
内
か
ら
妻
へ
の
手
紙

…
…
（
前
略
）
…
…
我
等
は
存
じ
の
通
り
当
家
の
初
め
よ
り
小
身
な
が
ら
、
今
ま
で
百
年
御
恩
沢
に
て
お

の
お
の
を
養
ひ
、
身
あ
た
た
か
に
暮
し
申
し
候
。
今
の
内
匠
殿
に
は
格
別
の
御
情
け
に
は
預
ら
ず
候
へ
ど

も
、
代
々
御
主
人
く
る
め
て
百
年
の
報
恩
、
ま
た
は
身
不
肖
に
て
も
一
族
日
本
国
に
多
く
候
に
、
か
や
う

の
時
に
う
ろ
つ
き
て
は
家
の
傷
、
一
門
の
面
汚
し
も
面
目
な
く
候
ゆ
ゑ
、
節
に
至
ら
ば
い
さ
ぎ
よ
く
死
ぬ

べ
し
と
た
し
か
に
思
ひ
極
め
申
し
候
。
老
母
を
忘
れ
妻
子
を
思
は
ぬ
に
て
は
な
け
れ
ど
も
、
武
士
の
義
理

に
命
を
捨
つ
る
道
、
是
非
に
お
よ
び
申
さ
ず
候
。
合
点
し
て
深
く
な
げ
き
給
ふ
べ
か
ら
ず
。
母
御
人
様
い

く
ほ
ど
の
間
も
有
る
ま
じ
く
候
ま
ま
、
い
か
や
う
と
も
し
て
御
臨
終
を
見
届
け
給
は
る
べ
く
候
。
年
月
の

心
入
れ
に
て
如
才
有
る
べ
し
と
は
露
ち
り
思
は
ず
、
申
す
に
及
ば
ず
候
へ
ど
も
頼
み
ま
ゐ
ら
せ
候
。
僅
か

の
金
銀
家
財
、
こ
れ
を
有
る
き
り
に
養
育
し
て
ま
い
ら
せ
、
御
命
な
ほ
長
く
、
財
尽
き
た
ら
ば
、
と
も
に

飢
え
死
申
さ
る
べ
く
候
。
こ
れ
も
是
非
に
及
ば
ず
候
。
…
…
（
後
略
）
…
…

四
月
十
日
（
元
禄
十
四
年
）

十
内

お
た
ん
ど
の

⑤
大
高
源
五
か
ら
母
へ
の
手
紙

…
…
（
前
略
）
…
…
だ
ん
だ
ん
右
申
し
残
し
候
ご
と
く
、
武
士
の
道
を
た
て
候
て
御
主
の
仇
を
む
く
ひ
申

す
ま
で
に
て
、
ま
っ
た
く
天
下
へ
対
し
奉
り
御
恨
み
申
し
上
ぐ
る
に
て
御
座
無
く
候
。
然
れ
ど
も
、
い
か

な
る
思
し
召
し
御
座
候
て
、
天
下
へ
御
恨
み
申
し
上
げ
た
る
も
同
前
に
て
、
我
々
ど
も
の
親
・
妻
子
御
た

た
り
御
座
候
と
て
も
、
力
及
び
申
さ
ず
候
。
万
一
さ
や
う
の
事
に
成
り
候
は
ば
、
か
ね
て
仰
せ
ら
れ
候
通

り
、
何
分
に
も
上
よ
り
の
御
下
知
の
通
り
、
尋
常
に
御
覚
悟
成
ら
る
べ
く
候
。
御
早
ま
り
候
て
御
身
を
我

と
御
あ
や
ま
ち
成
ら
れ
候
御
事
な
ど
、
く
れ
ぐ
れ
有
る
ま
じ
き
御
事
に
て
候
ま
ま
、
必
ず
必
ず
さ
や
う
に

御
心
得
成
ら
れ
候
べ
く
候
。
…
…
（
中
略
）
…
…
あ
っ
ぱ
れ
我
々
兄
弟
は
侍
の
冥
利
に
叶
ひ
申
し
た
る
儀

と
、
浅
か
ら
ぬ
本
望
に
存
じ
奉
り
候
。
先
に
て
の
首
尾
の
ほ
ど
、
御
心
に
掛
け
さ
せ
ら
れ
ま
じ
く
候
。
私

三
十
一
、
幸
右
衛
門
二
十
七
、
九
十
郎
二
十
三
、
い
づ
れ
も
い
づ
れ
も
屈
強
の
者
ど
も
に
て
候
。
た
や
す

く
本
望
を
遂
げ
、
亡
君
の
御
心
を
安
め
奉
り
、
未
来
閻
魔
の
金
札
の
土
産
に
供
へ
申
す
べ
く
候
ま
ま
、
御

心
安
く
思
し
召
し
、
た
だ
た
だ
御
息
災
に
て
何
事
も
時
節
を
御
待
ち
成
ら
る
べ
く
候
。
御

齢

も
い
た
ふ

よ
は
ひ

御
傾
き
、
い
く
ほ
ど
あ
る
ま
じ
き
御
身
に
さ
ぞ
御
心
細
く
、
便
り
も
あ
ら
ぬ
か
た
に
乏
し
く
、
月
日
を
御

凌
ぎ
遊
ば
し
候
は
ん
と
存
じ
奉
り
候
へ
ば
、
い
か
ば
か
り
心
憂
く
候
へ
ど
も
、
そ
の
段
力
及
び
申
さ
ず
候
。

…
…
（
中
略
）
…
…
九
十
郎
母
公
・
お
千
代
へ
も
、
よ
り
よ
り
は
仰
せ
聞
か
さ
れ
候
て
、
必
ず
必
ず
愚
か

に
悲
し
み
申
さ
ぬ
や
う
に
、
互
ひ
に
御
力
を
添
へ
さ
せ
ら
れ
候
べ
く
候
。
幸
ひ
か
な
御
法
体
の
御
身
に
て

御
座
候
へ
ば
、
こ
の
後
い
よ
い
よ
も
っ
て
仏
の
御
勤
め
の
み
に
て
憂
さ
も
辛
き
も
御
紛
れ
ま
し
ま
し
、
未

来
の
事
、
朝
暮
れ
に
御
忘
れ
な
く
、
世
も
穏
や
か
に
御
座
候
は
ば
、
寺
へ
も
節
々
御
参
り
遊
ば
し
候
べ
く

候
。
ひ
と
つ
は
御
歩
行
御
養
生
に
も
成
り
申
し
候
べ
く
候
。
乳
母
に
も
あ
き
ら
め
候
や
う
に
、
よ
く
仰
せ

ら
れ
下
さ
る
べ
く
候
。
か
し
く
。

壬

元
禄
十
五

年

九
月
五
日

大
高
源
五

午

母
御
人
様

進
上



【収入の部】

金 銀 銭 銀換算 費目

両 分 朱 貫 匁 分 厘 貫 文 匁

1 431 3 2 41 7 24226.70赤穂ニ而巳六月四日請取

2 220 12320.00赤穂ニ而巳六月三日手形ニ而請取

3 30 1680.00京六波羅普門院江戸指下可申ト心当赤穂ニ而岡本次郎左衛門請取候得共江戸へ普門院
不下ニ付此方へ請取元ニ立ル

4 8 1 5 2 5 467.25紫野瑞光院ニ而御石塔・御位牌建候入用ニ心当小野寺十内赤穂ニ而受取銀指引残金十
内より受取元ニ立ル

合計 689 4 2 46 9 5 38693.95

690 2 46 9 5

【支出の部】

金 銀 銭 銀換算 費目

両 分 朱 貫 匁 分 厘 貫 文 匁

1 100 5600.00紫野瑞光院ニ建ル御墓為寄附山相調候代金也、則証文有之候 仏事

2 10 560.00八幡山滝本坊方ニ而之御祈祷料ニ遣之、手形有 仏事

3 1 1 70.00但五百疋 智積院隠居僧正江手遣ニ同宿五人江百疋宛遣候、橋本次兵衛江渡ス、手形
有 仏事

4 20 1120.00遠林寺用事ニ付江戸江指遣往来路銀於江戸方々江手遣ノ入用銀ニ渡ス、手形有 お家再興

5 1 56.00遠林寺弟子以船遠林寺申談候用事ニ付京都江差遣候路銀ニ渡、手形有 お家再興

6 1 5 56.50御代官中江遣候切付弐背之野沓仕直シ代并大坂飛脚往来路銀志水小兵衛ニ渡ス、手形
有

7 71 9 71.09岡田庄大夫殿手代三人御用ニ付、佐々小左衛門宅江招請入用三村次郎左衛門ニ渡ス、
手形有

8 43 43.00大坂木屋太兵衛、御家中用事前々ニ不相替情を出シ勤候段承届候ニ付為褒美遣ス、則
受取手形有

9 20 1120.00御家中大坂調物代滞り岡本次郎左衛門江渡ス、手形有

10 5 280.00紫野瑞光院ニ而施餓鬼料遣ス、手形有、大石内蔵助・進藤源四郎・小野寺十内参詣仕
候 仏事

11 5 280.00八幡山大西坊江御祈祷浴油料遣之、手形有 仏事

12 22 8 3 22.83草苅伝左衛門今切御証文滞り候ニ付、矢頭長助大坂より呼寄申談候往来路銀渡ス、手
形有 旅費

13 2 112.00大坂木屋太兵衛ニ遣ス、前廉銀壱枚遣候得共、段々御家中用事相勤、所々届状共ニも
自分之人指遣ひ物入も有之難儀之体ニ矢頭長助承届申聞候、弥情出シ勤させ為可申遣
候、受取手形有

14 33 3 33.30草苅伝左衛門浜松へ引越候ニ付、今切御証文之儀ニ付小野寺十兵衛・田中文右衛門・
石嶋助大夫方へ之音物入用則十兵衛指図ニ而遣ス、手形有

15 5 1 294.00紫野瑞光院東堂誡首座・宗鉄両人ヘ遣ス、是ハ瑞光院山を調附置候ニ付始終之為可然
と小野寺十内申談遣之、手形有 仏事

16 9 6 510.00進藤源四郎江戸江指遣候道中路銀・旅籠・江戸逗留中雑用、手形有 旅費

17 10 3 2 2 1 3 611.13潮田又丞・原惣右衛門ニ指添江戸へ遣候、道中往来路銀・旅籠・江戸滞留雑用、但シ
罷上り候節ハ源四郎同道ニて上ル、手形有 旅費

18 21 1 10 4 2 1200.42内蔵助岡本次郎左衛門同道ニ而江戸へ罷下道中路銀・旅籠・江戸滞留雑用・会所入用
之分、手形有 旅費

19 2 2 10 4 150.40岡本次郎左衛門右之節江戸江罷下往来馬銀、但旅籠・江戸滞留雑用ハ内蔵助方より払
、手形有 旅費

20 2 2 140.00但千疋 江戸芝ニ而日用頭前川忠大夫儀前々之通御家中用事情ヲ出シ相勤候由承届段
々下向之面々借宅其外肝いらせ為可申褒美ニ遣候、受取有

21 8 448.00奥野将監江戸江罷下候往来路銀ニ渡ス、手形有、但道中差引之目録不出 旅費

22 16 2 2 3 6 934.60原惣右衛門江戸江指遣候道中往来路銀・旅籠・江戸滞留雑用、手形有 旅費

23 2 2 3 5 143.50大高源五進藤源四郎同道ニ而江戸江指下候片道路銀・旅籠銀、手形有 旅費

24 7 2 2 6 5 433.50大高源五江戸滞留中雑用、原惣右衛門同道ニ而罷登節、道中路銀・旅籠銀、手形有 旅費

25 70 3920.00江戸三田屋敷調代、則家売証文三枚別封有

26 2 28.00瑞光院拾翠庵江頼、稲荷御祈祷料ニ遣ス、手形有 仏事

27 10 560.00滝立仙江戸江手遣ニ頼遣候ニ付用意之ため千馬三郎兵衛取次ニ而遣ス、手形有

28 3 168.00右立仙江戸へ下り候路銀ニ千馬三郎兵衛ニ渡シ遣ス、手形有 旅費

29 5 2 308.00千馬三郎兵衛江戸へ指下候ニ付不勝手之者故用意并路銀ニ遣ス、手形有 生活支援

30 5 280.00中村勘助奥州白川江妻子引越候ニ付勝手指詰り及難儀候段承届為引料遣ス、手形有 生活支援

31 2 1 2 8 128.80内蔵助小野寺十内同道ニ而美濃大垣江罷越往来路銀・駕籠賃・十内旅籠共ニ、手形有旅費

32 24 7 24.70右大垣江参候節小野寺十内馬銀ニ渡、手形有 旅費

33 24 1 1358.00遠林寺江戸へ手遣ニ罷下候ニ付往来路銀ニ渡、手形有 旅費

34 3 42.00紫野瑞光院東堂誡首座ヲ頼、稲荷御祈祷料ニ渡ス、手形有 仏事

35 6 30 366.00千馬三郎兵衛・神崎与五郎宿飢候ニ付原惣右衛門・岡本次郎左衛門相談ノ上ニ而渡
ス、手形有 生活支援

36 3 168.00三村次郎左衛門勝手不如意願ニ付遣之、手形有 生活支援

37 3 168.00矢頭右衛門七及飢候ニ付進藤源四郎・岡本次郎左衛門申談遣之、手形有 生活支援

38 6 3 378.00横川勘平早道ニ而江戸江指下路銀三歩ハ京都滞留雑用ニ渡、手形有 旅費

39 4 2 252.00堀部安兵衛江戸より為内談罷上ル往来路銀・京都滞留雑用、手形有 旅費

40 261 6 261.60多田和泉守方ニ而伊勢江御祈祷料并江戸へ度々遣候書状賃銀京綿屋善右衛門ニ渡ス、
手形有

41 3 2 5 5 5 54.55堀部安兵衛・潮田又丞江戸江指下シ江戸者会談之節入用、両人手形有

42 8 1 4 5 462.45潮田又丞江戸江使ニ遣候往来通シ駕籠賃・旅籠銀渡、手形有 旅費

43 3 2 2 3 3 8 206.38近松勘六潮田又丞同道ニ而江戸より罷上り候片道通駕籠・旅籠銀渡手形有 旅費

44 2 1 5 5 131.50大高源五・貝賀弥左衛門用事ニ付赤穂へ指遣往来路銀・滞留中雑用渡ス、手形有 旅費

45 1 1 4 2 74.20大高源五赤穂江用事ニ付指遣候路銀・滞留中雑用、手形有 旅費

46 10 560.00原惣右衛門勝手難儀之旨承及ニ付為取続遣、手形有 生活支援

47 10 2 2 5 8 5 600.85近松勘六江戸へ指下路銀・滞留中雑用共渡ス、手形有 旅費

48 2 3 2 4 2 5 165.25八構布九疋代此度入用ニ調之、手形有

49 2 28.00岡野九十郎上京路銀大高源五へ渡、手形有 旅費

50 3 168.00岡野九十郎江戸江指下路銀渡、手形有（内） 旅費



51 3 168.00武林唯七江戸江指下路銀渡、手形有（内） 旅費

52 2 112.00武林唯七勝手不如意願ニ付遣ス、手形有（内） 生活支援

53 21 1176.00千馬三郎兵衛・中田理平次・中村清右衛門・間重次郎・岡嶋八十右衛門・鈴田重八・
矢頭右衛門七以上七人江戸へ指下路銀三郎兵衛手形にて渡ス 旅費

54 6 336.00杣庄喜斎・大塚藤兵衛両人江戸路銀原惣右衛門ニ渡ス、手形有 旅費

55 4 224.00間瀬久大夫路銀京都滞留雑用、手形有（内） 旅費

56 3 2 196.00間瀬孫九郎路銀京都滞留雑用、手形有（内） 旅費

57 2 112.00間瀬久大夫勝手不如意宿遣度願ニ付遣ス、手形有（内） 生活支援

58 5 280.00小野寺幸右衛門江戸へ指下候路銀渡ス、弐両ハ無拠入用之由願ニ付遣ス、手形有 旅費

59 3 168.00茅野和助江戸へ指下ス路銀渡ス、手形有 旅費

60 3 168.00大石瀬左衛門江戸へ指下ス路銀渡、手形有 旅費

61 3 168.00矢野伊助江戸ヘ指下ス路銀渡ス、手形有 旅費

62 3 168.00大高源五江戸ヘ指下ス路銀渡ス、手形有 旅費

63 3 2 196.00不破数右衛門江戸へ指下ス路銀、弐歩ハ京都滞留雑用渡ス、手形有 旅費

64 1 56.00毛利小平太江戸へ罷下候節道中煩ニ付武林唯七に持せ遣ス、御用金拾両之内ニ而渡ス
、手形有 生活支援

65 1 56.00京丸山ニ而打寄会談之入用拾九人分三村次郎左衛門仕払、手形有 会議費

66 136 5 4 136.54原惣右衛門より書出ス方々飛脚賃銀并路銀不足之面々遣ス、手形有 通信費

67 2 5 33.00奥野将監近松勘六方へ遣ス飛脚賃銀、手形有 通信費

68 15 7 5 15.75江戸江度々遣候状賃銀寺井玄渓江渡、手形有

69 3 168.00貝賀弥左衛門江戸指下ス路銀渡、手形有 旅費

70 10 560.00大高源五勝手取続難成由願ニ付渡、手形有 生活支援

71 10 560.00此度之一儀ニ付瑞光院ニ而心当有之、其旨寺井玄渓江申含同人江相渡置候、手形有

72 3 168.00寺井玄達江戸江同道仕候路銀渡ス、手形有 旅費

73 1 56.00武林唯七用事ニ付江戸より藤沢迄罷出候路銀・旅籠其外入用ニ渡、手形有 旅費

74 3 168.00中村勘助江戸江指下ス路銀渡、手形有 旅費

75 20 2 6 9 1 1154.91吉田忠左衛門江戸江指下ス路銀・江戸逗留中雑用渡、手形有 旅費

76 1 56.00礒貝十郎左衛門九月・十月両月分江戸宿代渡、手形有 生活支援

77 2 28.00前原為助相煩候ニ付服用之人参壱両代礒貝十郎左衛門へ渡、手形有 生活支援

78 1 56.00神崎与五郎江戸雑用銀渡ス、手形有

79 2 80 31.20冨森助右衛門・中村勘助両人内蔵助宿平間村へ為案内金川迄罷出候路銀・旅籠渡ス、
両人手形有 旅費

80 4 350 229.25内蔵助宿平間村入用諸道具調代冨森助右衛門渡、手形有

81 4 9 3 233.30堀部安兵衛・倉橋十左衛門・毛利小平太・横川勘平・村松三大夫・家頼壱人霜月中飯
料渡、手形有 生活支援

82 26 26.00右六人本所十月分宿代、堀部安兵衛渡、手形有 生活支援

83 1 2 84.00勝田新左衛門・武林唯七・家頼壱人霜月中飯料渡ス、手形有 生活支援

84 850 12.75杉野十平次右三人本所十月分宿代渡、手形有 生活支援

85 2 112.00間喜兵衛・同重次郎・同新六・千馬三郎兵衛霜月中飯料渡、手形有 生活支援

86 24 24.00右四人糀町借宅十月分宿代渡ス、手形有 生活支援

87 1 56.00杉野十平次上下弐人十月分飯料堀部安兵衛渡ス、手形有 生活支援

88 2 112.00中村勘助・間瀬孫九郎・小野寺幸右衛門・家頼一人上下四人霜月中飯料渡ス、手形有生活支援

89 3 5 47.00右四人糀町ニ而借宅十月分宿代渡ス、手形有 生活支援

90 240 3.60右糀町之借宅番銭中村勘助ニ渡ス、手形有 生活支援

91 2 2 438 41.57吉田忠左衛門糀町ニ而借宅十月分宿代番銭渡ス、手形有 生活支援

92 2 28.00不破数右衛門霜月中飯料ニ渡、手形有 生活支援

93 2 28.00矢頭右衛門七霜月中飯料渡、手形有 生活支援

94 13 8 13.80片岡源五右衛門湊町借宅十月分宿代渡、手形有 生活支援

95 525 7.88吉田忠左衛門家頼鎌倉より平間村へ用事ニ付遣候道中路銀ニ渡、手形有 旅費

96 54 3 9 1 5 3075.15吉田忠左衛門在江戸中諸事入用并面々へ相渡候飯料・借宅代同人渡ス、手形有 生活支援

97 12 1 4 5 690.50大高源五巳ノ秋江戸へ遣候節相渡路銀之余り不納、則手形有 旅費

98 1 1 2 77.00きごミ壱領はちかね一ッ調代、手形有 装備

99 21 2 11 3 1215.30神崎与五郎江戸へ罷下ル道中路銀并滞留雑用渡ス、目録有 旅費

100 2 28.00茅野和助無拠入用之由願ニ付遣ス、手形有 生活支援

101 2 28.00此度調物代吉田忠左衛門渡ス、手形有 装備

102 3 168.00奥田孫大夫・同小四郎勝手指詰り願ニ付遣、手形有 生活支援

103 55 55.00此度入用ニ付相調候かぎ并すまる代神崎与五郎ニ渡、手形有 装備

104 3 168.00早水藤左衛門勝手指詰り候ニ付遺ス、手形有 生活支援

105 1 56.00村松隆円無拠入用之由願ニ付遣ス、手形有 生活支援

106 1 9 3 23.30小野寺幸右衛門十月五日より晦日迄飯料中村勘助へ渡ス、手形有 生活支援

107 21 7 5 21.75毛利小平太無拠入用之由願ニ付遣ス、手形有 生活支援

108 832 12.48此度入用相調候木でこ四丁代并日用賃、手形有 装備

109 11 2 11.20此度入用ニ付相調候矢籠・矢からミ・いと代、手形有 装備

110 1 139 5 932 167.48此度入用ニ付相調鎗・弓矢并矢籠代、手形有 装備

111 3 42.00寺坂吉右衛門此度之用意之ため遣、手形有 装備

112 2 2 35.00赤埴源蔵・矢田五郎右衛門両人霜月半月分之飯料并宿代渡、手形有 生活支援

113 1 2 84.00横川勘平着込はちかね代遣、手形有 装備

114 1 300 18.50堀部安兵衛此度之用事ニ付鎌倉へ罷出候道中路銀渡、手形有 旅費

115 1 56.00間重次郎・同新六弓・鎗代渡、手形有 装備

116 1 56.00武林唯七長刀調代渡、手形有 装備

117 2 28.00間瀬孫九郎鎗調代渡、手形有 装備

合計 654 89 20 1 50 149 65 2 4547 39103.76

677 2 1 65 5 5 6 547
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